
パート 2: OpenVINO™ を使用した AI 医療アシ

スタントのカスタマイズ 

この記事は、Medium に公開されている「Part Two: Customizing the AI-Powered Medical Assistant with 

OpenVINO™」の日本語参考訳です。原文は更新される可能性があります。原文と翻訳文の内容が異なる場合

は原文を優先してください。 

 

パート 1 では、AI 医療アシスタントの起動と実行の基本について説明しました。このパート 2 では、異なる業

界向けにアシスタントをカスタマイズし、基本キットを使用してさまざまなモデルを統合する方法を説明します。 

1. 異なる業界向けにアシスタントをカスタマイズ 

ヘルスケア・アプリケーション: 

• 患者とのコミュニケーションを強化し、診察を効率化します。 

可能性があるアプリケーション: 

• 病院の救急科: 救急受診の患者をトリアージし、予備情報を収集して、貴重な時間を節約します。 

• プライマリー・ケア・クリニック: 定期検診を効率化します。 

• 遠隔医療プラットフォーム: シームレスでインタラクティブなリモート診察を提供します。 

2. 基本キットを使用 

OpenVINO™ ツールキットは、AI モデルの効率的な最適化とデプロイに不可欠です。ツールキットを活用する

方法を次に示します。 

モデルの最適化: 

• モデルを変換および最適化して、パフォーマンスを向上させ、リソースの使用量を削減します。 

デプロイの柔軟性: 

• さまざまなインテルのハードウェアとデバイスに最適化されたモデルをデプロイします。 
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3. さまざまなモデルを統合 

適切なモデルの選択: 

• アプリケーションの特定のニーズに基づいてモデル (例: ASR モデル、チャットモデル) を選択します。 

統合の手順: 

• チュートリアル・セクションでモデルの設定と最適化について説明した手順と同様の手順に従います。 

4. 統合とカスタマイズのベスト・プラクティス 

効率的なモデルの統合: 

• ハードウェアの機能に基づいて適切なデータ精度 (例: int8、int4) を選択します。 

よくある落とし穴の回避: 

• モデルとデプロイの環境間の互換性を確保します。 

追加情報: 

• サポートと情報の詳細は、ドキュメントおよびコミュニティー・フォーラムを参照してください。 

5. システムプロンプトのカスタマイズ 

AI 医療アシスタント向けに作成された最初のシステムプロンプトを次に示します。 

 

  



AI 医療アシスタントでシステムプロンプトが適切に機能するためのルールは、次のように要約できます。 

• カスタム AI アシスタントの役割と目的を強調する。 

• AI アシスタントが示すべきでない回答を提供して、AI アシスタントが示す回答の対象を制限する。 

• ユーザーから収集する情報と回避する質問を制限する。 

• ユーザー・エクスペリエンス向上のために、ユーザーに対する質問の総数を制限する。 

ある台湾のインテルのイノベーターは、これらのルールに従ってシステムプロンプトを置き換え、台湾の地元の

情報をサポートする新しいモデルを追加して、適切に機能する「ツアーガイド」AI アシスタントを作成しました。

その様子を次に示します。 

 

まとめ 

これらのヒントと洞察により、さまざまなアプリケーション向けに AI アシスタントをカスタマイズし、追加のモ

デルを効率的に統合できるようになります。必要なすべての手順と技術的な詳細を含む、AI 医療アシスタント

の設定と実行に関する包括的なガイドは、パート 1 を参照してください。新たな可能性を探り、実験を行い、皆

さんの創造力でイノベーションを推進してください。コーディングを楽しみましょう! 

関連情報 

パート 1: OpenVINO™ を使用した AI 医療アシスタントの作成: ヘルスケアの変革 

エッジ AI リファレンス・キット (英語) 

OpenVINO™ モデルサーバー GitHub* リポジトリー (英語) 

OpenVINO™ ドキュメント (英語) 

Jupyter* Notebook (英語) 

インストールとセットアップ (英語) 

製品ページ (英語) 
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OpenVINO™ ツールキットとは 
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© Intel Corporation. Intel、インテル、Intel ロゴ、その他のインテルの名称やロゴは、Intel Corporation また

はその子会社の商標です。 

* その他の社名、製品名などは、一般に各社の表示、商標または登録商標です。 

https://www.linkedin.com/in/anisha-uday/
https://www.intel.co.jp/content/www/jp/ja/internet-of-things/openvino-toolkit.html

